
i;:≦;≡

こ37～~~~ヽヽ

･し

こヨ_･J~~

二 一-/ :二 王 -::;_II,if -㌔ ;-,,?二 三 二 三 二

二 メt.･:'､n l･''T .:r:I._:2':_l･.≡::･崇 ､言::･Tl=:1r･: 乙票レ iil ､､Ⅴ ゝ ∴ .;_rl/' 了 ヂ -1､

-■■■--■-_

ノ 同 じ 玩 - e-1Ti,7-1T,i-All∴
＼へ 虹へ.-

第94図 分析試料追加原石採取地

る (坂田1982)｡また､剥離面の特徴は ｢灰黒色で

濃淡の縞が不規則についている｡あまりツヤがなく､

剥離面は微小な凹凸がみられる｡｣､｢不純物は小さ

なものばかりであるO(中略)また直径0.5nul程度の

球形をしたガラス質の軽石が1-2個点在する｡(後

略)｣とある｡野尻町柿川内第2遺跡より出土した

約8割の分類できなかった石材に対 し､｢黒曜石の

原石産地は霧島山東麓のどこかにあるものと思わ

れる｡｣とし､｢産出地点の求明はこれからであるが､

霧島山産 (?)黒曜石として報告しておきたい｡｣

とされている｡

前述した内屋敷遺跡や柿川内第1追跡のように､

霧島近辺に立地する遺跡では､これまで確認され

ている黒曜石とは特徴の異なる黒曜石が存在 して

いる｡本遺跡で確認された尾立第20Ⅹ群とされた

黒曜石が､これらの鞍島近辺で確認されている黒

曜石と同様のものとは現段階では判断できないが､

今後､新たな黒曜石産地の発見や蛍光X線分析に

よる産地推定を行うことによって､その存在が明

らかになるであろう｡

今回分析によって推定された黒曜石試料を同一

基準で比較するために今回､原石試料として分析

が行われた､追加原石の採取地を示 しておく (柿

道沿いに露出した白色粘土中､第94囲★箇所より

採取)｡
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{後期旧石器時代の性格

本遺跡の特徴を示す石器はナイフ形石器や角錐

状石器が多 く出土 していることにある｡このうち

AT上位の石器群では､前述したように10段階編年

による第5段階､第6段階､第7段階の石器評が

出土 している｡時期が細分される可能性を含む石

器群の出土状況ではあるが､本道跡の性格を位置

づけるに当たってナイフ形石器等の刺突具とその

機能が考えられる石器が多量に出土 していること

である｡また､遺跡内からは､そうしたナイフ形

石器の素材となる4-5cn]大の縦長剥片の存在も

確認されている｡こうした遺物の存在は遺跡内で

の石器製作の痕跡を示すものである｡

本遺跡が立地する旧地形は､南に立地する大師

山から派生 した北に延びる平坦な台地の縁辺に立

地し､追跡の東は濃やかに傾斜する谷となっていた｡

周辺で最も標高の高い大師山に登 り､本遺跡を眺

めると､尾立第2遺跡の手前側 (南側)に傾斜の

急な範囲に存在する平場にナイフ形石器等が確認

された尾立第3追跡が立地し､そうした傾斜の急

な地形を抜け､傾斜が緩 くなり周辺が広い範囲で

平場となるような位置に本道跡が立地しているこ

とが分かる｡こうした遺跡の立地からみても､当

時の集団にとって､規模をもったキャンプ ･サイ

トとして､存在していた可能性が想定される｡



第 2節 縄文時代早期

■縄文土器

出土した土器は早期に位置づけられる｡特に､主

体となる土器はなく､それぞれが1-2個体の出土

であるCすべてが包含層内であるが､その分布は､

各個体別に集まっており､表土除去後K-Ahが堆積し

ていた範囲内からの出土であった｡

撫文土器は2個体が確認され､両者は､胎土､

器壁の薄さが明確に異なるが､底部形態は尖底を

呈する点で共通している｡両者の土器はセット関

係と捉えるか､時期差と碇えるかにより､その意

味合いが異なってくる｡本遺跡と同じように､薄

手の無文土器と厚手の錬文土器が出土した遺跡に､

新富町音明寺第 1追跡があり､撚糸文土器と同一

層からの出土が報告されている｡また､時期差と

考えるのであれば周辺の朝草原遺跡等で指摘され

るように､薄手の鯉文土器は厚手の鯉文土器に比べ､

早い時期に位置づけられるものと思われる｡

厚手の無文土器と器形で共通点を見出せるのが

578の外面に貝殻腹繰刺実が施される尖底の貝殻刺

英文土器である｡内面には粂痕による調整が行わ

れるが､その調整は､縄文早期に位置づけられる

南九州で特徴的な月殻文系円筒土器とは様相が異なっ

ている｡

ロ緑部形態は､ロ唇部から内側に緩やかに傾斜

する器形で､指頭による調整が顕著に残る｡前述

した音明寺第 1追跡で確認された難文土器に器形

や調整の様相が近似 していることから､月殻文系

円筒土器との関連性を考えるよりも､尖底の無文

土器と近い関係にあると想定される｡これらの土

器は早期前葉に位置づけられると思われる｡

また､579-590の押型文土器は､太い原体条痕

と厚手の器壁から､早期後紫に位置づけられる田

村式土器である｡

本道跡より出土した土器は､遺跡の立地する地

域的特色を強く示すと考えられる｡本追跡周辺よ

り確認されている縄文土器は数量的に少なく､検

討を行うことは時期尚早であろうが､周辺地域か

らの影響による地域的特徴を碇えられるかが今後

の課題となる｡

■縄文時代の石器

石器は石鉄､不明石器､打製石斧､磯器､攻状

耳飾等が出土し､特に石鋲製作跡と考えられる範

囲を10箇所確認 した｡石鉄に利用される石材には

チャー ト､玉髄が特徴的で､旧石器時代では頻繁

に確認されない石材である｡石器が集中する範囲

では完形の石鉱の他に欠損した石鉱や､未製品と

考えられるものが､剥片､砕片とともに出土する｡

玉髄製の石鋸には帖地型石鍛 (593)が確認され

るとともに､石鍛基部に鋭角な決 りを有するもの

が特徴的である｡帖地型石鋲は西北九州から南九

州で確認され､特に､県内で出土する帖地型石鉄

には玉髄等の色調が白い石材を用いる傾向があるO

遺跡周辺では本遺跡から眺望することができる尾

立第3遺跡では製作の痕跡を示す砕片等は出土せず､

玉髄製の帖地型石鑑が 1点出土しているO

また､玉髄製､チャー ト製の石鯨は､本遺跡内

で製作された痕跡を残すのに対 し､安山岩製やホ

ルンフェルス製の石鎖は､製品の状態で本遺跡内

へ持ち込まれたものと考えられる｡石蝕が製作さ

れた時期と､搬入された時期を同時期とすること

は困難だが､両者の分布域が異なることは指摘し

ておきたい｡

同様に､製作の確認された玉髄､チャー ト製の

石器群も両石器の分布域が若干異なることが多く､

同一時期の所産と考えるならば､右舷製作に､い

くつかの製作場所があり､複数人による石倣製作

が行われていた可能性が想定される｡

■遺構

縄文時代の遺構は､輿石遺構52基と土坑26基が

確認された｡集石造構､土坑ともに､遺構が検出

された層位により時期を判断することが困難であり､

遺構に帰属すると考えられる遺物の出土も確認さ

れなかった｡

集石遺構は掘り込みを持ち磯が密集するものと､

掘り込みを持たず磯が密集するものとに大別できる｡

これらの集石遺構をすべて同時期とするには問題

もあるが､集石遺構が切 り合っている例は存在 し

ていない｡
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また､調査区東側に集中して検出された土坑につ

いても遺構間で切 り合い関係は認められなかった｡

土坑はSClを除き､旧地形の谷となる範囲に集中

し､地形の傾斜に沿うようにほぼ等間隔で並ぶが､

杭痕等は確認されていない｡遺構の性格を判断す

るのに苦慮するが､きわめて硬質な埋土が含まれ

ることで共通する｡陥 し穴 とするには､県内で検

出される陥 し穴 と比較 して検出面からの深さが0.7

mと浅いが､遺構の配置から谷へと獲物を追い込み､

獲物を獲得するための陥 し穴であった可能性 も残

される｡

■縄文時代早期の性格

純文時代早期では上記にまとめた遺構 ･遺物が

確認された｡このうち､特に重視すべ きは､調査

区北より確認される石鑑製作に伴 う石器の集中範

囲である.このような石器の集中範囲は､当時の

集団の生活痕跡が示 されるものと考えられる｡石

器が集中する範囲と集石遺構､土坑等の配置を考え､

総合的に遺跡を判断するべきであろうが､出土 し

た土器はその全てが同時期の所産とは考えづらい｡

そのため縄文時代早期 と大枠で時期を位置づける

事ができるものの､細かを時期差を考慮するならば､

遺構 と遺物との時期の混在は避けられない｡本遺

跡の縄文時代早期の遺構 ･遺物の特徴についてま

とめるならば､①土掛 ま複数型式の破片が存在す

るのでなく､接合が可能なものが多 くを占め､遺

跡内より確認された土器は4-5個体であること｡

(参出土 した土器のうち､無文土器 と貝殻刺突文土

器は､器壁､器形上の違いはあるものの､底部形

態は共通 して尖底で類似点を持つこと｡(卦石器は

玉髄製､チャー ト製の石鉄が多 く出土 し､これら

の石銀と同一石材の剥片､砕片が平面的に集中し､

石器製作 を行った痕跡を残すことO(む磨石や石皿

等の植物資源に対応すると考えられるものが極端

に少なく､相対的に石鑑等の刃器類の比率が高い

こと｡⑤上述の土器 ･石器の集中範囲と集石遺構､

土坑の重複は認められず､遺構同士の切 り合いも

認められないこと｡があげられる｡⑤については､

層位的な区分は不可能であり､出土 した土器から

も一括性に疑問も残すが､時期に大きな開きがなく､

近い時期の所産である可能性も考えられるだろう｡

調査 もほぼ終わりに近づいた､2月初旬､遺跡

内に子鹿が 1匹現れた｡子鹿は完掘 された土坑や

トレンチに足をとられることもなく､調査区 (A2区)

を南西から北東側へゆっくりと緩やかな傾斜の谷

方向から尾根の鞍部に向かい駆け上がるように横切っ

て行った｡それまでも夕方近 くなると鹿の鳴き声

が聞こえることがあったが､調査中､実際に姿を

現 したのは初めてであったOその姿に驚きつつも､

縄文時代あるいは旧石器時代に同様な風景があっ

たのかとも感 じさせる出来事であった｡
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写真図版



1 遺跡遠景 (北西より)
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2 Ⅵ層検出状況
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3 Ⅷ層(AT)検出状況

4 Ⅷ層(AT)除去後の地形
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5 Ⅸ層出土 ブロックA検出状況 (竹串箇所より黒曜石製石器が出土した｡)

6 土坑検出状況 (作業員が立つ箇所に土坑が確認された.)
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7 Ⅸ層 SI18検出状況

9 SI30検出状況

ll SI27検出状況

13 SI44･45検出状況

8 ブロックAとSI18

10 SI23検出状況

12 造物出土状況 (B9Gr･BIOGr)

14 SI55･56検出状況
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15 K-Ah堆積状況

17 SI38検出状況

19 SI41検出状況

21 SI33検出状況

16 調査B区 V層造物出土状況

18 SI38検出層

20 Ⅵ層石器出土状況
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23 SI34検出状況

25 SIl検出状況

27 SI3検出状況

29 SC3断ち割り状況

24 SI34配石検出状況

26 SIl半裁状況

28 SC3検出状況

3 0 S C 7 ･ 8 完 掘 状 況
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31 SZl半裁状況

33 弥生土器検出状況

35 SXl半裁状況

37 SXl石組除去状況

34 SZl完掘状況

36 SXl完掘状況

- 14 3 -

3 8 S E l 完 掘 状況



汲

■

騨

39 後期旧石器時代 Ⅰ期の石器

▼ヽ
曹 1皆 I . ? ?

41 後期旧石器時代Ⅱ期の石器 (2)

り 1 8 1 M B

･･y -.) 争 ■

43 後期旧石器時代Ⅱ期の石器 (4)

v T 的 曹 I I 摘 l

I † d q f H

詰 主 -i,-,-I ,:

45 後期旧石器時代Ⅲ期の石器 (1)

- 144-

= 川 4 ia

可 Y ､I:
l ●●電
40 後期旧石器時代Ⅱ期の石器 (1)

tl l) 噂 轟

可 ∠▲ d

V y -EJ ヽ

甲 骨 p 鼻 Ⅴ

42 後期旧石器時代Ⅱ期の石器 (3)

44

I

l

▲r
▲l

後期旧石器時代Ⅱ期の石器 (5)

旧
m
H闇

-=1
▲
l甲ヽ▲h

叶

▲
■
▼

l

r

､l

f

血

'

-

尋

I l

仰

禦

46 後期旧石器時代Ⅲ期の石器 (2)
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48 後期旧石器時代Ⅲ期の石器 (4)
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50 後期旧石器時代Ⅲ期の石器 (6)
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52 後期旧石器時代Ⅲ期の石器 (8)

54 後期旧石器時代Ⅲ期の石器 (10)
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47 後期旧石器時代Ⅲ期の石器 (3)
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49 後期旧石器時代Ⅲ期の石器 (5)
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後期旧石器時代Ⅲ期の石器 (7)
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53 後期旧石器時代Ⅲ期の石器 (9)
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57 後期旧石器時代Ⅲ期の石器 (13)
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59 後期旧石器時代Ⅳ期の石器 (1)
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61 後期旧石器時代Ⅳ期の石器 (3)
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56 後期旧石器時代Ⅲ期の石器 (12)

58 後期旧石器時代Ⅲ期の石器 (14)
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60 後期旧石器時代Ⅳ期の石器 (2)
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62 後期旧石器時代Ⅳ期の石器 (4)
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69 純文時代早期の土器 (4)
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70 縄文時代早期の石器 (1)
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72 純文時代早期の石器 (3)
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76 純文時代早期の石器 (7)
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71 縄文時代早期の石器 (2)
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73 縄文時代早期の石器 (4)

75 縄文時代早期の石器 (6)
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